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2月16日（土）午後1時半から、西館1階第1会議室で第12回 IBD勉強会を

開催しました。テーマは「5-アミノサルチル酸製剤（ペンタサ）について

（以下5-ASA）」で、演者は当院の渡辺侑里子薬剤師です。7名の患者さんとご

家族や当院のNSTスタッフ（医師1名・薬剤師3名・管理栄養士2名・看護師1

名）で円卓を囲みました。

最初に私から炎症性腸疾患の薬物治療の歴史とともに、使用薬剤の妊娠・出

産・授乳への影響についてお話しました。ペンタサやアサコールという5-ASA製剤は妊婦さんも安全に使用できる

薬剤です。また、病気の再燃が妊娠期に重なってしまった場合の治療として、白血球系細胞除去療法（以下CAP療

法）を行うこともあります。

炎症性腸疾患は若年発症もありうるため、このような情報を勉強会で提供することで安心して人生を歩んでいた

だける一助になればと考えています。

渡辺薬剤師の講演では、①5－ASA製剤の薬理作用について②炎症性腸疾患治療に使用される薬剤が妊娠・出産・

授乳期に及ぼす影響について③ペンタサ注腸剤についてお話しました。5-ASA製剤で報告されている最新の治療

効果・注腸剤の使用方法を図説し、患者さんにも実際に注腸薬に触れていただきました。第9回IBD勉強会ではアサ

コールをテーマに取り上げましたが、2012年8月より潰瘍性大腸炎の緩解期にペンタサ錠の1日1回内服の保険適

応が認められたこともあり、炎症性腸疾患で頻用されている5-ASA製剤について学び直す良い機

会になったのではと思います。

勉強会の後半は座談会形式にしています。ほぼ毎回小野管理栄養士が患者さんにも安心して食

べていただけるおやつを用意してくれます。今回はあっさりといただけるレモンゼリーでした。

IBD患者さんやご家族を対象に年数回開催しております当勉強会の予定は、当院ホームページなどで随時お知ら

せしています。ぜひご参加ください。

第12回IBD炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎・
クローン病）勉強会を開催しました
●NST（栄養サポート）チームリーダー・内科主任医長 藤原明子

第5回腎臓病料理教室を開催しました
～低たんぱく米でカロリーアップ～
●栄養科管理栄養士 赤木知佳

3月2日（土）、保存期慢性腎不全の方を対象とした料理教室を開催し

ました。患者さんとご家族15名が参加、スタッフは垣尾医師をはじめ、

看護師、薬剤師、調理師、管理栄養士計8名が参加しました。

今回のテーマは「低たんぱく米でカロリーアップ」と題し、日々悩み

がちな献立の中に治療用補助食品を利用する方法を提案させていただき

ました。特に保存期腎不全の患者さんの食事療法はたんぱく質が大きく

制限されるため、メインのおかずが寂しくなりがちです。主食を普通の

お米から低たんぱく米に1食でも変えることで、たんぱく質にゆとりが持てるようになります。ただ、味はどうし

ても劣るので少しでも美味しく目先が変わったメニューにしました。主食に鯛を使用した鯛飯、主菜には豆腐と海

老を使いボリュームの出る食事とし、デザートには餅粉と白あんを使った苺大福を皆で手作りしました。

入院中の方、外来に来られる方の悩みの多くは、たんぱく質を十分に使えない、物足りない、カロリー不足の食

事になりがち、ワンパターン化してしまうといったことです。今回参加された方の多くも同じような不安を持って

来られていましたが、同じ悩みを持つ仲間と不安を分かち合ったり、アドバイスし合

うなど情報交換をすることで「また、明日から目先を変えて取り組んでみよう」と思

える機会になったようです。

現在、料理教室は年に一度開催しています。次回は腎臓病教室（講義式）を5月18日

（土）に開催します。皆様の参加を心よりお待ちしております。
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介護保険サービスを利用するためには
●居宅介護相談室介護支援専門員 岡崎由美

介護保険制度は、介護が必要になっても家庭や地域で安心して暮らせるように、介護が必要な人を社会全体で

支え合う制度です。

1.介護保険の対象者
・介護サービスを利用できるのは、｢要介護認定｣を受け、介護（支援）が必要であると認定された人に限られます。

・介護保険の被保険者は ①65歳以上の方「第1号被保険者」と ②40歳以上65歳未満の方「第2号被保険者」
です。第2号被保険者の方は、下記に示す｢特定疾病｣に該当している方が対象です。

2.介護（介護予防）サービスを利用するまでの流れ
介護サービスを利用するためには、お住まいの市町村に申請して、「介護や支援が必要である」と認定される

ことが必要です。サービスを利用するまでの手続きは以下のようになっています。

【特定疾病】
筋萎縮性側索硬化症、後縦靭帯骨化症、骨折を伴う骨粗しょう症、多系統萎縮症、初老期における認知症、

早老症、脊髄小脳変性症、脊柱管狭窄症、糖尿病性神経障害・糖尿病性腎障害・糖尿病性網膜症、脳血

管疾患、パーキンソン病関連疾患、閉塞性動脈硬化症、関節リウマチ、慢性閉塞性肺疾患、両側の膝関

節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症、がんの末期


